
工事経歴書 (第2号様式)の記載フロー 別 添

①元請工事に係る完成工事について、元請工事の完成工事高合計のフ割を超えるところまで記載
②続けて、残りの元請工事と下請工事に係る完成工事について、全体の完成工事高合計の7割を超えるところまで記載
ただし、①②において、1,000億円又は軽微な工事の¬0件を超える部分については記載を要しない

YES

NO

YES

Y
十認載例1参照

NO

元請工事7割部分に係る記載終了

1元請工事が無い場合は、下請工事のみ記載

YES '2元請7割分に記載した軽微な工事と

合わせた件数で判断
元請工事に軽微な工事が無い場合は、
下請工事のみで判断

参照

NO

NO
YES
ホlE織例2参照

*

♂・

全ての完成工事に係る記載終了                :

元請工事があるか

元請工事の7割超までに

1,000億円に達した

元請工事が7割を超えた

元請工事の残りの部分及び下請工事について請負代金の大きい順に記載'1

全体の7割超までに

1,000億円に達した

全体のフ割超までに

軽微な工事が10件に達した±2

全体の7割を超えた

主 な 未 成 工 事 を 記 載

了フ
=

元請工事について請負代金の大きい順に記載

元請工事の7割超までに

軽微な工事が10件に達した
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